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豊後　四郎 昭和 ５０ 年 １１ 月
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このコードにアルファベット付きの
経過措置用コードはないので、必
ず平成２８年度以降の合格者であ
るか、若しくは講習受講証写し又は
実務経験証明書が必要

経過措置期間中（H28.6.1～R3.6.30）のみ認め
られるコード
この資格では、いずれ解体工事はできなくなる。
（講習受講や１年経験があってもダメ！）

平成２７年度以前の合格者で国の
講習受講又は１年以上の実務経
験がない場合のコード
※経過措置期間中のみこのまま
で解体工事の技術者とみなされる。
↓
平成２７年度以前の合格者で解体
「２９」の有資格区分コードが「１１
３」の場合、講習受講証写し又は
実経験証明書の提出が必要

なお、平成２８年度以降の合格者
は、当初から「１１３」が記入できる。

※アルファベットを含む経過措置用の資格コードは、R３年６月３０日まで使用できる。

既存のとび・土工工事業
の技術者（H28.5.31まで
にとび・土工の技術者に
該当する者）が解体工事
業の監理技術者等となる
ことが認められているこ
とから、講習受講欄も、
該当ありの「１」を記入

H28.5.31までに実務経験が１０年以上、う
ち「解体」の経験が１０年以上あれば「と
び」、「解体」の両方に加点。
「実務経験証明書」は、経審では、その証
明書のみの提出でよく、契約書類、施工
証明等の写しを添付する必要はない（従
来同様）。

平成２７年度以前の「二級
土木」の合格者だが、登録
解体工事講習を受講し、
「２１Ｄ」ではなく、「２１４」を
記入


